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＜入室状況＞
【入院】
・佐伯 るり子様～東病棟Cユニット6号室へ医療保護入院となる。

＜患者様連絡事項＞
・田端　徳美様～排便コントロール目的で主治医より便秘時GE60ml　1本処方あり、施行。

・松原　義壽様～排便コントロール目的で主治医より便秘時GE60ml　1本処方あり、施行。

・高橋　久様～排便-6日目。便秘時センノシド12mg　1T/回　10回分処方あり。

・田島　博文様～本日7時以降排尿なし。胃部不快感なく腹壁ソフト。金Drへ上記内容報告し、
導尿の指示あり。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。他室侵入続き、他者へ付き纏い私物を弄るといった迷惑行為あり、早めに開放観察終了している。自室内では不潔行為、脱衣行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。対面時妄想言動あり。不穏・興奮には至らず。過度な飲水要求なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。スタッフ対面時、頓服薬に執着した言動聞かれている。説明するもしつこさあり。自室内では静穏に過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・北村　奈美様～終日隔離中。スタッフ対面時、落ち着き無く支離滅裂言動あり。食事も集中出来ず介助にて1/2～2/3量摂取し終了。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜措置患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～他者に対する妄想言動聞かれ、適宜頓服薬使用し対応している。
・田中　仁貴様～措置解除へ向け支援中。内服は拒否無し。

＜金Dr.患者様診察情報＞
・中村　聡様～主治医より処方変更せず経過観察の指示あり。

・大塚 勇人様～主治医より処方変更せず経過観察の指示あり。

・田島 博文様～主治医より処方変更せず経過観察の指示あり。

＜入院患者様情報①＞
日　　時：令和7年2月17日　16：35
　氏　　名：佐伯　るり子（さえき　るりこ）様
　生年月日：昭和32年2月21日(67歳)
　病　　名：パーキンソン病
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　パーキンソン病と診断され、八戸市立市民病院の元脳神経内科を定期受診
　　していた。R7年1月頃より夜間に幻覚妄想に左右された言動が顕著になり、
　　床に洗剤をまく、ドアにスプレーをかける、孫や子に物を投げるといった
　　行動があり、2/16、2/17に八戸市立市民病院を救急受診。家族対応困難と
　　なっていることから当院へ相談あり、診察後入院必要と判断され、家族の
[bookmark: _GoBack]　　同意のもと東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。　
